
















〔要旨〕

マス・スクリーニングによって発見された患児にとって長期間にわたる追跡調査はきわめ

て重要である。本年度はプライバシー保護を重視し、先天性副腎過形成症マス・スクリー

ニングで発見された要精査児を追跡調査した。まず研究班から全国の検査機関へ要精査児

数だけを問い合わせ、追跡調査用紙を検査機関を介して主治医へ送付した。主治医は患児

保護者の同意を得て調査用紙を研究班に送付した。この方法では 94%の検査機関の協力が

得られた。しかし、調査用紙の回収率は約 45%であった。回収率を改善するためには、都

道府県・政令市毎に行政機関を中心にしたマス・スクリーニングに関する委員会を設置し、

その地域の患児を追跡・把握することが最も重要である。


